学習指導案作成例（養護教諭用）

令和８年度　長野市立小・中学校キャリアアップ研修Ⅰ　（授業公開）
長野市立しなのき中学校　番号　〇〇　〇〇　１　学校がめざす子どもの姿
　　元気いっぱいの学校　心も体も健康で安全な生活

２　自己課題
　　保健指導の際に、教師の話す言葉が多くなったり、早口になったりしてしまうことが多かった。学習内容や伝えたいことが多すぎることが考えられるので、ねらいを明確にし、児童自身が気づき、実践しようという意欲がもてるようにする。視聴覚機器も組み込んでいく。


３　自己課題と本時における工夫点や留意点
子どもとのやりとりを大切にしながら本時の学習課題を据え、実験や画像を利用することで分かりやすい説明をし、理解が深まるようにする。

３　学習指導案　　　　　　　　３学年　保健学習　指導案
　　授業日及び授業時間：11月２日（月）　３校時（10：50～11：40）
　　研究会時間：11：50～12：40
　　授業学級：３年３組31名
　　授　業　者：〇〇　〇〇（ﾒｲﾝﾃｨｰﾁｬ：MT）、〇〇　〇〇（ｻﾌﾞﾃｨｰﾁｬｰ：ST）
（１）単元名　「生活習慣病とその予防」
（２）本時の主眼
生活習慣病について詳しく知らなかった生徒が、養護教諭による説明を聞いたり、自分たちで実験したりすることを通して、循環器疾患の原因と起こるメカニズムについて知り、病気への関心を高めることができる。
（３）本時の位置　全２時間中の１時間目
（４）指導上の留意点
・MTとSTは事前に打ち合わせを行って分担し、実験や測定の場面では協力して行う。
・生徒の血圧測定時の値については、個人差があるということを伝え、不安を抱くことがないように指導する。
（５）本時の展開
	段階
	学習活動・内容
	○教師の指導・援助　・予想される反応　評価

	時間
	備考

	導入


	１ 本時の学習について知る。


２ 学習問題を把握する。
	◯生活習慣病とはどんな病気か尋ねる。（MT）
・聞いたことはあるけど、正直よく分からない。
・心臓病や糖尿病、がんがありそう。
・生活習慣が原因になる病気じゃないかな。
◯「生活習慣病の中で、今日の授業では循環器の病気について養護教諭から専門的な説明をしてもらうよ。」と養護教諭を紹介する。（MT）
学習問題　循環器の病気について詳しく知ろう。
	５


	





	展開
	３ 循環器疾患の原因と起こるメカニズムについて説明を聞く。









４　動脈硬化の実験をする。















５　まとめをする。


６　血圧を測定し、病気への意識を高める。



	◯これらの病気がなぜ起こるかを尋ねる。
・原因は運動不足、食生活の乱れ（飲み過ぎ､食べ過ぎ）、ストレス、睡眠不足、たばこかなあ。
学習課題　動脈硬化の原因とメカニズムを知ろう。
◯循環器疾患の起こるメカニズムを説明する。
・生活習慣が悪いと、血液の中に悪い物がたまってﾄﾞﾛﾄﾞﾛになるんだ。
・そのままにしていると血管が硬くなったり、詰まったりしてしまうんだ。
◯これらが起こると動脈硬化になる事を説明する。
・実際にはどうなるんだろう？
◯動脈硬化の実験をしてみようと提案する。
＜実験①＞
悪い血管と健康な血管に見立てた模型を用意し、ビーズを血液に見立てて、血液の流れ方の違いをみる。（問題となる食生活をしていて動脈硬化が進んだ血管と、健康な血管の違いを知る）
・本当に流れにくいんだね。
・流れにくくなるとどんなことが起こるのかな。
◯高血圧について説明する。
＜実験②＞
悪い血管に見立てた模型をペットボトルにつなげた物を準備し、その中に血液に見立てた色水を入れておき、流れる際にかかる力の違いを実感する。（生徒代表に参加してもらう）
・血液を流すのに力が必要なんだ。
・余計な力がかかると血管が破けるんだ。
◯実験や説明のまとめをするように促す。動脈硬化の原因とメカニズムが理解できか。保健ノートの内容で見る。



◯血圧計で代表者の血圧を測定する。（MT・ST）
・高い？低い？どのくらいがいいの？
◯血圧の正常値と病気について説明する。
・心臓の病気には狭心症、心筋梗塞があるんだ。
・脳の病気には脳梗塞、脳出血があるんだ。
・予防するにはどうすればいいんだろう。
	３
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動脈硬化のイラスト（画像）

ホース２本








ペットボトルとホースをつなげた物



保健ノート


血圧計

心臓と脳の（画像）

	終末
	７　本時を振り返り、次時の見通しを立てる。


	◯次時は、生活習慣病の予防について学習することを伝える。（MT）
◯今日の授業を振り返り、分かったことや疑問に思ったことをまとめるように促す。（MT）
◯振り返りを数名の生徒に発表してもらう。（MT）
	５
	振り返りシート



